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1.背 景
活性酸素は生体内の物質酸化過程で生 じる ヒ ドロキシル ラジカル、一重項酸素、過酸 化水素な ど
を指す。 これ らは生体内の酸化反応系の 中間体で通常常に一定量が存在 しているが、過剰 に存在
す ると細胞膜やDNAを 攻撃 して、癌や老化 を引き起 こす とされ ている。病気の予防法 、治療 法
としては活性酸素種が膜やDNAを 攻撃す る前に物質 と反応 させ て消去 して しまえばよい と考え ら
れ る。物質の これ ら活性酸素種 を効 果的 に消去す る性質 を抗酸化能 と呼び、高い抗酸化能 を示す
物質を抗酸化物質 と呼ぶ。
2.抗 酸 化 能 の反 応速 度 定数 の 比 に よ る表 現 とIC50の 関係
物 質 の抗 酸 化能 の 強 さを表す の に従 来 、特 に生 物 分野 で はIC50と い う量が 用 い られ て きた。 こ
れ は活性 酸 素 を半減 させ るの に 要す る抗 酸 化物 質 の濃 度 と定義 され て い る。 活 性 酸 素 の 濃度 を一
定 な時物 質 の抗 酸化 能 の強 さを比 較す るに は 良 いが 、活 性 酸 素 の 濃度 が異 な る条件 で 測 定 され た
量 の相 互 の比 較 が 出来 ない とい う欠 点 が あ る。 この 点 を我 々 の反応 速度 定 数 の 比 で表 す 方法 と関
係 づ けて 分析 してみ よ う。そ の た め には 、 まず 十 分 に時 間 がた った時 点 で のDN[PO-OHラ ジ カル の
濃 度.塩 を求 め る必 要が あ る。 これ はDMPO-OHラ ジ カル 信 号 の 強度 で あ り、実 験 的 に求 め られ る
量 で あ る。まず 使 われ る記 号 を 定義 してお く(詳 し くは 年報 の前 号 を参 照 の こ と)。t=0で の[OH]
=amol/1 、[DMPO]=bmo1/1、[SOD]=cmol/1と し、 あ る時 刻tに お け る[DMPO-OH]xmol/1、




を時 間 で積 分 して得 られ る式 と、十 分 に 時 間が た っ た時 点 で 明 らか に成 り立っ 式
.星ン⊃十Y=a
か ら次 式 が得 られ る。
k21n〔1÷)ニk,ln〔1÷ ÷)
臨 の表 式 は 一般 に あ らわ には書 けな い。 そ こで3つ の特 別 の 場合 を考 え る,
(1)kl》k2の 場 合 、為 二aと な る。 これ は明 らか で あ る。
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この3つ の場合には、X。。が抗酸化物質 の添加 によ り元の濃度aに 比べる と減少す る とい う直感
的な予想 を裏付けてい る。為 は解析 的には求め られないが、た とえ求 められ てもk,,kZ,a,b,
cの 関数 にな り余 り有用ではない と思われ る。従って、実験か ら求めやす く、かつ物質の抗 酸化
能 を表す と考え られ る反応速度定数 の比k2/k,を 用いるのが良い と思われ る1)。
3.速 度定数の相加性
上記の表現 によるメタノ0ル やエ タノールの抗酸化能 に比べて、 ビタ ミンCや ブ ドウ糖、シ ョ
糖な ど糖類の抗酸化能はかな り高い ことがわか った。後者 の物質は ヒ ドロキ シル基 を複数個含む
のが特徴であ る。 この事実か ら速度定数 の相加性 と呼べ る仮説 が成 り立っのではないか と思 われ
る。 それは 「官能基 ごとの抗酸化能 とい うものがあ り、物質の抗酸化能 はそれが含 む官能基 の抗
酸化能 の総和である」 とい う意味で ある。 例えばブ ドウ糖 は5つ の ヒ ドロキシル基 を含むので、
その抗酸化能 はエ タノール の抗酸化能の5倍 であ ると予想 され る。今後の実験的研究 として この
法則 が成 り立つ範囲 を定めてみたい。
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